
　

去
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
末
ま
で
の
一
年
間
、
中

国
の
大
連
市
に
滞
在
、
中
国
の
文
化
・
産
業
に
触
れ

る
と
同
時
に
、
山
形
県
と
中
国
と
の
か
か
わ
り
を
深

く
理
解
す
る
機
会
を
得
た
。
中
で
も
、
山
形
県
内
企

業
は
、
私
が
滞
在
し
た
東
北
三
省
と
の
か
か
わ
り
合

い
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。

　

中
国
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
し
て
み
る
と
、
本
県

企
業
の
対
中
投
資
件
数
は
、
九
六
年
山
形
県
貿
易
関

係
企
業
名
簿
に
よ
れ
ば
十
八
件
で
あ
る
が
、
九
九
年

三
月
末
の
荘
内
銀
行
国
際
部
の
調
査
で
は
、
四
十
件

に
も
上
る
よ
う
に
、
年
々
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、山
形
県
貿
易
実
態
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

九
八
年
対
中
輸
出
入
総
額
は
、
前
年
比
三
六
％
増
の

二
百
四
億
六
百
四
万
円
に
も
上
り
、
近
隣
他
県
と
比

較
し
て
も
中
国
と
か
か
わ
り
を
持
つ
企
業
は
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
本
県
企
業
に
よ
る
四
十
件
の
対
中
投

資
の
う
ち
、三
五
％
が
東
北
三
省
向
け
投
資
で
あ
る
。

　

か
か
る
実
態
を
踏
ま
え
、
山
形
県
企
業
と
投
資
環

境
が
変
化
し
て
い
る
東
北
三
省
と
の
永
続
し
た
産
業

交
流
の
可
能
性
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
化
し
て
い
る
投
資
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
投
資
環
境
は
変
化
し
て

き
て
お
り
、
対
中
投
資
は
必
ず
し
も
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

昨
今
の
中
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
経
済
危
機
に
伴
う

輸
出
額
減
少
、
三
大
改
革
（
国
有
企
業
改
革
・
行
政

改
革
・
金
融
改
革
）
に
よ
る
弊
害
が
内
需
拡
大
を
阻

害
し
始
め
、
経
済
成
長
率
維
持
に
窮
し
て
お
り
、
人

民
元
切
り
下
げ
憶
測
が
今
な
お
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
中
国
政
府
は
広
東
省
を
中
心
に
横
行

し
て
い
る
密
輸
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
り
、
外
貨

の
不
正
送
金
・
両
替
等
人
民
元
切
り
下
げ
圧
力
と
な

る
よ
う
な
行
為
を
厳
格
に
管
理
す
る
た
め
に
新
た
な

外
国
為
替
管
理
規
制
・
制
度
を
設
け
て
い
る
。
ま
た

中
国
政
府
は
、
中
国
の
税
収
不
足
か
ら
輸
出
に
か
か

｢
｣

わ
る 
増
値
税 
の
還
付
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
り
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
情
勢
変
化
に
伴
い
突

然
新
た
に
設
け
ら
れ
る
制
度
や
一
変
す
る
制
度
は
、

対
中
投
資
企
業
に
と
っ
て
は
予
測
不
可
能
な
リ
ス
ク

で
あ
り
、
投
資
の
期
待
を
裏
切
る
制
度
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
中
国
は
、
一
般
的
に
人
治
国
家
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
の
、法
整
備
は
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、

既
述
の
よ
う
な
外
貨
管
理
制
度
、
増
値
税
等
の
ほ
か

に
、
外
資
企
業
を
対
象
に
制
定
さ
れ
た
法
律
も
多
く

存
在
す
る
。
特
に
外
資
企
業
法
・
合
弁
経
営
法
は
、

外
資
系
企
業
の
企
業
活
動
を
規
定
し
た
法
律
で
あ

り
、重
要
な
法
規
が
多
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

経
営
期
間
中
の
減
資
は
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
外
資
企
業
に
と
っ
て
一
旦
投
下
し
た
資
本
を
海

外
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
対
中
投
資

企
業
が
陥
り
や
す
い
問
題
で
あ
り
、
対
中
投
資
以
前

に
認
識
し
て
い
る
企
業
は
希
薄
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

多
額
の
初
期
投
資
を
行
っ
た
企
業
は
、
投
資
資
金
回

収
が
困
難
と
な
り
、
日
本
国
内
本
社
の
企
業
経
営
に

影
響
を
及
ぼ
す
例
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
対
中
投
資
企
業
の
中
に
は
、
現
地
に
駐
在

員
を
派
遣
せ
ず
に
現
地
中
国
人
・
合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー

に
製
品
管
理
を
任
せ
き
り
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

が
、
こ
う
し
た
企
業
の
お
お
か
た
は
、
投
下
資
本
を

浪
費
さ
れ
た
り
、
製
品
管
理
上
に
問
題
が
生
じ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
中
国
国
内
で
の
人
事
管
理
・
労
務
管

理
は
、
投
資
時
点
で
予
定
し
て
い
る
よ
り
も
極
め
て

難
し
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
人
件
費
の
上
昇
、
定
例
給
与
以
外

の
労
働
保
険
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
円
安
人
民
元
高
の
影
響
で
対
中
投
資
コ
ス
ト
は

決
し
て
安
価
で
は
な
い
。
ま
た
、
私
が
滞
在
し
た
大

連
市
を
玄
関
と
す
る
東
北
三
省
の
投
資
環
境
も
、
山

形
県
内
企
業
の
認
識
と
は
違
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
三
省
の
産
業
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
北
三
省
は
一
般
に
農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次

産
品
・
産
業
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
同
地
域
の
産
業

総
生
産
額
の
中
で
最
も
比
重
が
高
い
の
は
第
二
次
産

業
で
あ
る
。
九
五
年
の
中
国
経
済
指
標
に
よ
れ
ば
、

東
北
三
省
各
省
の
第
二
次
産
業
は
、
黒
竜
江
省
五
三

％
、
吉
林
省
四
七
％
、
遼
寧
省
五
二
％
を
占
め
、
各

●　

展
望
台
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永
続
し
た
産
業
交
流
の
可
能
性

〜
山
形
県
産
業
と
中
国
東
北
三
省
と
の
か
か
わ
り
〜
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省
の
支
柱
産
業
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
政

府
が
公
表
し
た
二
○
○
○
年
の
経
済
指
標
に
お
い
て

も
、
黒
竜
江
省
五
三
％
、
吉
林
省
四
七
％
、
遼
寧
省

五
○
％
の
産
業
割
合
を
予
測
し
て
お
り
、
九
五
年
時

の
デ
ー
タ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
産
業
構
造
で
あ

る
。
中
で
も
、
同
地
の
第
二
次
産
業
は
、
重
工
業
分

野
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
支
え
て
い
る
の
は
、

海
外
か
ら
の
投
資
企
業
で
は
な
く
て
東
北
三
省
の
国

有
企
業
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ま
で
中
国
東
北
三
省
の

国
有
企
業
は
、
高
度
な
技
術
力
を
必
要
と
す
る
製
品

は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
か
、
減
税
等
の

優
遇
措
置
を
付
与
し
誘
致
し
た
外
資
企
業
に
期
待
し

て
い
た
た
め
、
ハ
イ
テ
ク
・
精
密
機
械
製
造
分
野
は

当
然
の
事
な
が
ら
、
ロ
ー
テ
ク
分
野
の
高
度
技
術
を

必
要
と
す
る
分
野
で
す
ら
、
依
然
と
し
て
裾
野
産
業

が
未
発
達
で
あ
る
。
そ
の
た
め
既
進
出
外
資
企
業
に

と
っ
て
は
、
東
北
三
省
で
高
付
加
価
値
部
品
を
調
達

す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
の
対
中
投
資
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
方
、
山
形
県
内
企
業
が
着
目
す
る
東
北
三
省
の

農
林
業
は
、
中
国
国
内
で
も
食
糧
・
資
源
庫
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
、
非
常
に
豊
富
な
生
産
額
を
誇
っ
て
い

る
。
九
七
年
に
東
北
三
省
各
政
府
が
公
表
し
た
主
要

経
済
指
標
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
産
業
、
食
料
に
関
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
全
体
の
九
・
六
％
、
一
二
・
六

％
を
産
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
国
内
で
生
産
可

能
な
食
料
原
材
料
は
ほ
と
ん
ど
生
産
さ
れ
て
お
り
、

東
北
三
省
は
、
県
内
食
品
加
工
製
造
企
業
の
補
完
的

役
割
を
担
う
に
は
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

中
国
の
食
糧
事
情
は
変
化
し
て
き
て
お
り
、
東
北
三

省
で
産
出
さ
れ
た
食
料
を
確
保
す
る
こ
と
は
次
第
に

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
理
由
か
ら
、
既
進
出

企
業
の
原
材
料
の
仕
入
先
は
、
東
北
三
省
に
加
え
、

ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
近
辺
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
た
だ
、

東
北
三
省
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
図
們
江
流
域
の
開

発
も
進
展
を
見
せ
て
お
り
、
現
在
で
は
北
朝
鮮
・
ロ

シ
ア
と
の
国
境
地
帯
を
含
む
東
北
三
省
全
域
の
網
羅

が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
地
域
間
の
移
動
が
容
易
に

な
っ
て
来
て
は
い
る
も
の
の
、
資
源
自
体
は
減
少
し

て
お
り
、
東
北
三
省
が
長
期
的
に
山
形
県
経
済
の
補

完
的
役
割
を
担
い
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
県
産
業
と
の
経
済
交
流
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

但
し
、
本
県
企
業
の
中
国
・
東
北
三
省
投
資
の
可

能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
逆
に
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
電
器
・
機
械
部
品

製
造
分
野
で
の
対
東
北
三
省
投
資
は
、
現
地
で
の
部

品
調
達
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
高
度
技
術
力
を
要
す

る
山
形
県
内
企
業
に
と
っ
て
は
、
高
度
部
品
の
調
達

を
希
望
す
る
企
業
を
相
手
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

い
に
可
能
性
が
広
が
る
。

　

一
方
、
食
品
加
工
製
造
、
輸
入
企
業
に
と
っ
て
も

対
中
国
東
北
三
省
投
資
の
方
法
を
見
直
す
こ
と
に
よ

り
、将
来
的
に
永
続
し
た
産
業
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
当
分
野
で
の
山
形
県
内
企
業
の
多
く
は
、

東
北
三
省
で
自
然
産
出
さ
れ
る
天
然
資
源
採
取
を
目

的
と
し
て
取
り
引
き
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
一

次
産
業
に
対
し
栽
培
技
術
・
生
産
技
術
を
付
与
し
生

産
を
安
定
さ
せ
る
事
で
将
来
的
に
永
続
し
た
補
完
的

役
割
を
期
待
で
き
る
。

　

幸
い
東
北
三
省
に
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
、
経
営
難
に
陥
っ
た
国
有
企
業
、
中
国
農
村
部
か

ら
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る
低
廉
な
労
働
力
、
農
業
に
適

し
た
土
地
、
減
少
し
な
が
ら
も
天
然
資
源
が
あ
り
、

フ
ル
セ
ッ
ト
の
生
産
基
盤
・
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
が
存
在

す
る
。
加
え
て
、
産
業
構
造
が
似
て
い
る
山
形
県
に

対
し
て
、
優
れ
た
技
術
力
・
労
働
生
産
管
理
能
力
を

求
め
て
い
る
。

　

山
形
県
内
企
業
が
中
国
東
北
三
省
と
の
永
続
し
た

産
業
交
流
を
行
う
上
で
、
リ
ス
ク
と
同
様
に
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
私
は
、
貿
易
投
資

相
談
業
務
を
通
じ
て
微
力
な
が
ら
県
内
企
業
発
展
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
る
。

●　

永
続
し
た
産
業
交
流
の
可
能
性
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